
氏名 床谷文雄

学部担当科目

基礎演習Ⅰ、
日本国憲法（一）、日本国憲法（二）、日本国憲法（三）、日本国憲法（四）
法学（一）、法学（二）、法学（三）
現代社会と法（一）、現代社会と法（二）、現代社会と法（三）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本私法学会、比較法学会、日本法社会学会、日本家族〈社会と法〉学会、比較家族史学会、日
本成年後見法学会、ジェンダー法学会、国際私法学会、日韓家族法学会、International Society
of Family Law

親子の法律関係、養子と里親、内密出産制度、相続契約、遺言法、ドイツ家族法

学内でのFD活動としての講演会等に積極的に参加した
文化財学科1年2組、2年2組の担任として、学業不振学生の指導を行った

比較家族史学会理事・副会長、日本成年後見法学会理事、国際家族法学会(International
Society of Family Law)理事・日本国内学会との連絡委員
公益社団法人家庭養護促進協会理事、公益社団法人成年後見センター・リーガルサポート社外
理事、こうべ安心サポート委員会委員

大阪大学大学院法学研究科博士後期課程民事法学専攻単位取得退学

法学修士

民法、家族法

最終学歴

　【研究上の特記事項】
科研費基盤B「匿名による子どもの委託と生殖補助医療における出自を知る権利に関する日独比
較研究に従事した
日独の内密出産制度について研究し、法的問題を明らかにする課題に取り組んでいる

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

ハラスメント防止委員会委員
奈良大学教育職員親睦会幹事

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 人間論Ⅳ



共著

共著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

②出自を知る権利の保障に向
けて―法学者の観点から

①趣旨説明「〈産みの親〉と〈育
ての親〉の比較家族史」

③離婚後の親権における子の
福祉および権利の保障－ドイツ
法を参照

①内密出産をめぐる現在の状
況～課題と展望

③内密出産について

（その他）

②戸籍制度と人権

婚姻法、離婚法について執筆した（はし
がき、序章、第1章、第2章、第3章）

③特集に寄せて―予期しない
妊娠・出産と母子の保護

改正が検討されている離婚後の共同親
権制度をめぐる議論・論点の分析を
行った

（学会発表）

2023年3月

①親としての配慮・補佐・後見
（８）

②日本における内密出産制度
の展望

ドイツの内密出産制度、フランスの匿名
出産を紹介し、日本法での問題点を論
じた

日本の戸籍制度の沿革、現代の戸籍と
人権をテーマとして講演した

こうのとりのゆりかご15周年記念「内密
出産」シンポジウムでパネラーとして意
見発表

シンポジウムの企画責任者としてテーマ
設定の狙い、各発表の内容等を説明し
た

養子縁組をした子の出自を知る権利に
ついて法学の視点から検討した

〈産みの親〉と〈育ての親〉の比較家族
史に関する特集の趣旨・問題提起

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①新プリメール民法５家族法第
3版

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2022年12月

2023年3月

2023年3月

ドイツの未成年後見法について紹介し
た

ドイツの内密出産制度を紹介し日本に
おける類似制度の導入の展望について
論じた

法律文化社2023年3月

民商法雑誌158巻5号

法学セミナー2023年4
月号

比較家族史研究37号

日本弁護士連合会家
事法制シンポジウム

和歌山・人権啓発研究
集会

熊本日日新聞公開シ
ンポジウム

2022年12月

2023年1月

2023年2月

比較家族史学会第70
回研究大会

日本子ども虐待防止学
会第28回大会

大阪司法書士会家族
法研究会研究発表会

2022年12月

2022年6月


